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研究成果の概要（和文）：平成 19-21 年度「ネットワーク型 DEA とその応用に関する研究」及

び平成 22-24 年度「動的ネットワーク型包絡分析法の理論とその応用に関する研究」の延長と

し両者を統合した理論を完成しそれを医療、金融、環境、電力の問題に適用した。 

 
研究成果の概要（英文）：As the extension of "Network DEA" (Heisei 19-21, JSPS) and 

"Dynamic DEA" (Heisei 22-24, JSPS), we integrated them into "Dynamic DEA with 

network structure" and applied it to hospital, financial institute, environment and electric 

power industry. 
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１．研究開始当初の背景 

これまでの DEA はいわゆる Black box 型で
企業体の内部構造を対象とする研究は少な
かった。我々は平成 19－21 年度の科研費に
よる研究により、ネットワーク（内部）構造
を DEA に導入することに成功した。しかし
ネットワーク構造にさらに動的構造を取入
れる研究は行われていなかった。 

 

２．研究の目的 

官民を問わず企業体は組織として多部門か
ら構成され、それらが多期間にわたって活動
を継続している。企業体の相対的なパフォー
マンスを正当に評価するためにはこれら多

部門の活動を多期間にわたって比較する必
要がある。包絡分析法（data envelopment 

analysis:以下 DEA と略す）は多入力（資源）
と多出力（産出）を有する企業体の効率性測
定の手法として世界的に広く用いられてい
る。しかしながら多くの場合、その分析対象
は単一部門、単一期間の業績評価である。前
回の科研費による研究「ネットワーク型 DEA

とその応用に関する研究」によって刀根を中
心とする研究グループは多部門の連携を企
業内部のネットワーク構造として把握し、ネ
ットワーク型 DEA の理論を確立することに
成功した。またそれを病院、電力、ガス、銀
行、放送に適用して実効性を確認した。この
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ことによって従来ブラックボックスとして
扱われていた企業の内部構造まで取扱うこ
とが可能になった。また多期間の活動を評価
するための動的 DEA の基礎理論を構築した。
企業は長期的視野から投資行動を行うこと
が多く、その効果は単年度のデータでは解析
できないので、多期間モデルが必要である。
今回の研究の目的はこの２つのモデルを統
合して動的ネットワーク型 DEA の理論を研
究し、それを病院、電力、ガス、銀行、保険、
産業連関分析、生産システム , 空港、
Ownership 等に適用して実効性を確認する
ことである。 

３．研究の方法 

動的ネットワーク DEA の構造を確立し、そ
れを slacks-based measure モデルで記述す
る。多期間、多部門の効率性評価のための目
的関数の設定について研究する。モデルの指
向としては入力指向、出力指向、両指向を対
象とする。応用面では電力、ガス、銀行業、
生産システム、医療福祉、産業連関分析、空
港、Ownership について構造を確定し、デー
タを収集する。それぞれの効率性を評価し、
従来型のブラック型 DEA,分離型 DEA、ネッ
トワーク DEA,動的 DEA による結果との違
いを調べる。 
４．研究成果 
（１） 論文 Dynamic DEA with network 
structure: A slacks-based measure 
approach を完成し Omega (International 
Journal of Management Science)に受理され
ている。(DOI 10.1016/j.omega.2013.04.002)。
また Workshop 2013 on Dynamic and Network 
DEA を開催し以下のような応用を行った。 
詳細は URL 
http://www.grips.ac.jp/jp/forum/2012110
9-1135/ 
にある。 
（２）M. Lei, X. Zhao, K. Tone, “Dynamic 
network Malmquist model based on green 
input-output table” アブストラクト: 産
業連関分析を DNSBM の枠内で展開するととも
に、Malmquist 指標を計測した。さらに動的
効率性とネットワーク効率性を分離して環
境連関分析に適用した。この方法をもとに２
００２，２００５，２００７の中国の４０産
業を分析した。その結果、中国の経済発展の
ためにエネルギー効率と環境効率がどのよ
うに協同すべきかが解明された。 
（３）H. Fukuyama, A. Hashimoto, K. Tone, 
“Dynamic Network DEA and An application 
to Japanese Prefectures”. アブストラク
ト：この論文は２つの目的をもっている。一
つ目は動的かつ多部門からなる企業体の効
率を計測する方式を作成した。二つ目はこの
方法を日本の都道府県に適用したことであ
る。ここでは部門として人的資源の育成と物

理的資源の創生と蓄積を採用した。それらに
関する多期間データを収集した。各部門は固
有の入力と次期への繰越しをもつ。二つの部
門は都道府県の資産形成に寄与する。このモ
デルを用いて各都道府県の効率性を計測し
た。 
（４）A. Johnson, B. Pope, K. Tone, “US 
hospital performance: A dynamic network 
analysis”. アブストラクト：医療問題は米
国にとっても費用を伴う大きな問題である。
米国ではその費用のほとんどは病院で使わ
れている。この研究では２００６－２００９
年の６０７の米国内病院を対象として DNSBM
を適用した。その結果医療部門の効率に比べ
てサービス部門の効率が劣ることが分かっ
た。また病院の効率性はサイズによらないこ
とも分かった。また多期間のデータを採用し
たことでノイズによる誤判定をある程度避
けることができた。 
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